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「見方を変えると」  

校長  熊谷  眞理子  
 

 早いもので、あと一か月で今年も終わります。来月はいよいよ「師走」です。子どもたち

は日々の教育活動や行事等を通じて大きく成長しています。各自がめあてをもって、達成感

を味わったり、友達との関わりの中で相手への思いやりの気持ちを大切に育てたりしている

日々を過ごしています。  

 さて、９月の頃のことになりますが、港南区の人権教育推進協議会の中で、言葉のリフレ

ーミングという研修会がありました。言葉のリフレーミングとは、例えば、「あきっぽい」→

「興味あることがたくさんある。好奇心旺盛」 「調子にのりやすい」→「明るい。ムード

メーカー」 「頑固」→「強い意志がある。信念がある」等、自分にとっては短所と思うこと

を肯定的な表現に言い換える、というものです。自分では短所として捉えていたことも、言

葉のリフレーミングによって、長所とも捉えることができるのです。  

 自己肯定感を高めることは、とても大切なことです。自己肯定感が高いと、このようなこ

とをやってみよう、失敗しても良いから挑戦してみよう、と意欲的になります。反対に、「ど

うせ自分にはできない。」と初めからあきらめてしまうことは、挑戦するチャンスを最初から

あきらめてしまうことになります。失敗から学ぶことはとても多いのですが、初めからあき

らめてしまうことで、チャンスを逃してしまうということにつながってしまいます。また、

自分を大切にすることは、相手を大切にすることにつながります。逆に言うと、自分を大切

にできないと、友達も大切にすることは難しくなります。まずは、自分を肯定的に見てみる、

そして角度を変えてみると、短所だと考えていたことが実は長所なのかもしれないと捉える

ことで、もっと自分を大切にできるようになると、とても素敵だと思います。  

１２月４日から１２月１０日までは人権週間です。しかし、人権週間といっても特別なこ

とではありません。誰もが安心して生活することができるためにも、自分を尊重し、相手を

大切にすること、それが結果的に安心、安全につながることと思います。まずは自分のよさ

を大切にして、友達のよいところをたくさん見つけて、よりよい人間関係を築いていってほ

しいと願っています。ハンディキャップがある人、様々な国や文化、「みんなちがって、みん

ないい」、そのような環境が日常的な学校にしていきたいと考えています。そして、この人権

週間を、人権とは何かを考える期間にしていきたいと思います。  
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